
§ 6.3 生成ネットワーク の構造学習
・ Peep Learningモデルの 学習

→ 性能の良い ネットワーク の構造 を 見つける のが難しい
、

→ インド料理過程 ( Indian Buffet Process ) を使って 、

データ から ネットワーク の構造 (各層 の幅 や深さ
、
ユニットの つながりかた )

を推定する

6. 3.1 インド料理過程

・ インド料理過程 ( Indian Buffet Process ) i

列数が可算無限個 の バイナリ行列 (要素 が 0 か 2 の行列 )

を 生成するモデル
、
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.ME Mm (どけ ) を考え 、 H -) に の とき の M の 生成過程を構築
.
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H -) に で 全て の バイナリ 行列の 生成確率 が O に なっ て しまう
、

これを防ぐため 、

[M ] ÷ { M ' E Mm ( did IM 'の 列 を 並び かえる と M と一致する }

と 行列 の 同値類をつくり
、 [M ] に関する分布を考える ことに する

、

d) 同値類
、

集合 X における 二項関係 ~ が な
. y .
z eX に対し

(1) の ~ a (2 ) の ~ y ⇒ y~xarny.y~z.sn nz

を みたす とき
、
~ を 同値関係 という

、
( eg 、 、

二
、 図形 の相似関係 など いろいろ )

集合 にした [ がex Irina } を n の 同値類 という
。

が EN を 一つ選ぶ とき
、
か を 同値類 印 の 代表元 という

、

同値類を全てあつめた集合 X/~ に { G ] InceX } を ~ に よる X の 商集合 と いう
、

• 特に
、
[M ] の 代表元 M ' を次 の とおり に選ぶ :

M の 各列 を N桁の 2進数 とみて
、
数が 大きい 順 に 左の列 から 並べ て

できる 行列 を M
'

とする
.

r
leftordered form

M
'
= は(M ) と 書く

.

0 M の列 を N桁の 2進数 とみて ( 1 0進数で ) i に なるもの の個数を

Hi ( i = 0 . 1 . . . . .
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同でものを含む順列の数を表す
、

o 同値類 川 に含まれる 行列 の個数 は
、
多項係数 を考えて
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。 ここで
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と し て
、 ( leftordered form に 並べたもの を考え て )
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この 分布は M の 行 を交換 しても ( 鋥
、
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、
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、
Nn が 変わらない ので )

確率が変わらぼ (交換可能性 をもっ )
.

Remark A は Ht の 期待値 : H = Ep。 1刖 .

区 Ui i の 2進数表示 における I の個数 ) とする
。
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o 実際 に
、 p。 (M ) に 従う ような行列 M を サンプリング するに は 、

次の

インド料理過程 IBP(のp ) に 従っ て サンプリングすればよい :

NE := 県 m.in ( n = 1
. . . . .

N ) とする
。
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Mn.mn ← 1 ( h : 1 . . . . . が ) ; ← 新しい料理をた 」 と る
.
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。 これで生成される M の 同値類川 の 生成確率 は pd卯 ) に なる
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、
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o IBPで 生成 される バイナリ 行列 M の 性質
.

I
、

各行 の 1 の 個数 は Poi (の ) に 従う
_

区 1行目 の 1 の 個数は 臥の ) に従う
、
交換可能性 が あるので

、

他 の行も そう である
、
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